
 

 
 

 

【韓国】 総合指数は 3.7％高と 5週続伸、連日の最高値更新で 2700ポイント台乗せ 

先週の動き／今週の展望 

総合指数は週間で 3.7％高と 5 週続伸。週明け 11 月 30 日は過熱感で 3 営業日ぶりに反落したものの、その後は買い

優勢の展開となり、連日で史上最高値を更新した。韓国の 11月 PMIが 52.9と、2011年 2月以来の高水準となったほか、

CPIも強い内容だったことを受け、国内経済が回復に向かうと

の見方が強まった。新型コロナワクチンの実用化期待や、米ハ

イテク株高もリスクオンの動きを後押し。サムスン電子や SK

ハイニックスなどの主力半導体株が上場来高値を更新し、相場

の上昇をけん引した。4 日終値が初めて節目の 2700 ポイント

台に乗せた。今週は高値警戒感から利益確定売りが出やすいか。

半面、コロナワクチンの実用化や主要国での経済対策と低金利

政策の継続に対する根強い期待が引き続き相場を支えそうだ。 

 

【ロシア】 RTS指数は 4.2％高と 5週続伸、今週もワクチンや原油相場が焦点か 

先週の動き／今週の展望 

RTS 株価指数は週間で 4.2％高と大幅に 5 週続伸。欧米株高や原油高、ルーブル高を追い風に指数は 9 カ月ぶりの高

値を更新した。週明け 30日は原油安や月末の利益確定売りで下落したが、その後はコロナワクチン開発の進展を好感し

た欧米株高やブレント原油価格の上昇が追い風となったほか、

ドル安の流れが続いたこともドル建てで取引される RTS 指数

の押し上げ要因となった。指数は 30日に前営業日比で 1.6％下

落したが、1 日から 4 日続伸し、4 日には終値で 3 月以来の水

準を回復。年初来下落率は 12.4％に縮小した。個別では、ズベ

ルバンク・オブ・ロシアが週間で 7.3％高、ノリリスク・ニッ

ケルが 6.8％高となり、指数を押し上げた。今週は引き続き新

型コロナワクチンの開発状況や原油相場をにらんだ展開か。 

 
 

【ベトナム】 ベトナム指数は週間で 1.1％高と 5週続伸、今週も堅調な展開が続くか 

先週の動き／今週の展望 

VN 指数は週間で 1.1％高と 5 週続伸。経済成長見通しを背景に海外からの資金流入が続いた。週明け 30 日は月末の

利益確定売りに押され、指数が 0.7％安と 10 営業日ぶりに反落したが、その後は 4 日続伸した。1 日は朝方に大きく下

落し、指数は一時 988.71ポイントと 3日ぶりに 1000ポイント

を割り込んだが、海外投資家の買いが強まったことで前日比

0.6％高の 1008.87ポイントと反発。その後も良好な経済見通し

を背景に海外からの資金流入が続き、指数は 4日に一時1025.17

ポイントと 1年 1カ月ぶりの水準を回復した。個別では飲料の

サイゴンビール・アルコール飲料が 5.5％高、ゴム製品のベト

ナム・ラバーが 5.2％高、金融の軍隊商業銀行が 4.8％、テクコ

ムバンクが 4.6％高とけん引した。今週も堅調な展開か。 
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【先週の動き／今週の展望】SET 指数は 0.8％高、14 億

4000万米ドル規模の追加景気対策を好感 

SET指数は週間で 0.8％高と 5週続伸。11月月間では 17.9％

高。先週は週後半の上昇が奏功した。週初の 30 日は、反政府

活動が長引く中、前日もバンコクでデモ行進が行われたことが

売り材料視され、指数は前営業日比 2.0％安と 4日ぶりに反落。

2日まで不安定な値動きが続いたが、3日は前日に財務省が 14

億 4000 万米ドル規模の追加経済対策を発表した効果で前日か

ら 1.4％上昇すると、4日も続伸して取引を終えている。今週は

国内の経済指標発表が少なく、中国の 11 月の貿易統計などの

外部要因が指数を左右しそうだ。7 日はラーマ 9 世誕生日の振

替休日、10日は憲法記念日、11日は特別休日のため休場。 

 

【インドネシア】 

【先週の動き／今週の展望】クアラルンプール総合指数は

0.9％高、今週は 10月の鉱工業生産に期待 

クアラルンプール総合指数は週間で 0.9％高と 5 週続伸。11

月月間では 6.5％高。先週は一進一退を繰り返しながら、徐々

に上値を広げた。30 日は引け際に売りが集中し、前営業日比

2.8％安と続落した一方、1日は中国株の急上昇と新型コロナウ

イルスのワクチン開発の進展を好感して、前日比 2.5％高と反

発。2 日は小幅に反落したが、3 日は米ファイザーが開発した

ワクチンが英国で承認されたことに加え、マレーシア国内の新

規感染者数が減少した効果で、指数は前日比 1.8％高と反発し

た。ただ、4 日はゴム手袋メーカー株が下げを主導し、反落し

ている。今週は 11日に 10月の鉱工業生産が発表される予定。 

 

 

【先週の動き／今週の展望】ジャカルタ総合指数は 0.5％

高、今週は 9日に統一地方選挙の投開票実施 

ジャカルタ総合指数は週間で 0.5％高と 9週続伸。11月月間

では 9.4％高。先週は週初の下落が痛手だったが、その後はお

おむね堅調に推移した。週初の 30 日は前日の新型コロナウイ

ルスの新規感染者数が過去最多を更新したことが嫌気され、指

数は前営業日比 3.0％安と 3日ぶりに反落。一方、1日は 11月

の CPI上昇率が前年同月比 1.6％と 6月以来の高い伸びとなっ

た効果で、前日比 2.0％高と反発した。2日はさらに 1.6％高と

終値ベースで 5800 ポイントに乗せると、週後半もこの水準を

挟んでもみ合った。今週は 9 日に 10 月の小売売上高が発表さ

れる予定。同日は統一地方選挙の投開票日のため休場となる。 

 

【タイ】 

【シンガポール】 

【マレーシア】 

【先週の動き／今週の展望】ストレーツタイムズ指数は

0.6％安、10月の銀行融資残高は 8 カ月連続で減少 

ストレーツタイムズ指数は週間で 0.6％安と 5週ぶりに反落。

11 月月間では 15.8％高。先週は週後半の上昇が下落幅を縮め

た。週初の 30 日は、世界的な新型コロナウイルスの感染拡大

に加え、10月の銀行融資残高が 8カ月連続で前月を下回った影

響で、指数は前営業日比 1.7％安と 4 日続落。一方、1 日に中

国の 11月の財新製造業 PMIが市場予想から上振れした効果な

どで反発すると、その後も 3日まで一進一退の値動きが続いた。

4日は 10月の小売売上高が前年同月比 8.6％減と市場予想を下

回ったものの影響は軽微で、続伸して引けている。今週は国内

の重要イベントが少なく、外部要因に左右される展開か。 
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